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ことを課題とする。具体的には、（ 1 ）筑波山への登山経験と今後の関心度に加えて、（ 2 ）筑波




もアンケート調査を実施している。本論文では、その結果をもとに、上記（ 1 ）〜（ 3 ）に関し
て一般市民との比較をも行いつつ大学生の特徴を明らかにしている。
The main purpose of  this paper is to examine the degree of  interest and the current state of  the 
experience and participation of  university students in tourism resources and events at Mount Tsukuba and 
its surrounding area based on a questionnaire survey that we carried out of  university students (University 
of  Tsukuba, Ibaraki Prefectural University of  Health Sciences, and The Open University of  Japan) from 
2008 to 2017. Specifically, we clarified (1) the experience and degree of  future interest in climbing Mount 
Tsukuba, (2) visit experience and degree of  interest in 11 tourist spots around Mount Tsukuba, and 
(3) participation experience and degree of  interest in 10 events held in this area. In these analyses, we 
classified university students into the following four groups:  ① second-year or higher university students 
from University of  Tsukuba,  ② first-year undergraduate students from University of  Tsukuba and Ibaraki 
Prefectural University of  Health Sciences, ③ University of  Tsukuba international students, and ④ The 
Open University of  Japan students. In addition, we considered their actual conditions. Furthermore, we 
carried out the questionnaire survey at a civic lecture for citizens in 2013. Based on the results, we also 
examine the differences between university students and citizens concerning the above three objectives.
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頃は第 1 次産業が約 4 割に達し、産業の中心を占めていた。ところが80年代以降になるとその構造が
大きく転換し、1990年には第 1 次産業が約 1 割に落ち込み、2010年には 3 ％の水準にまで激減した。
一方これとは対照的に、この時期に顕著な増加を示したのが第 3 次産業であった。それはすでに1980
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筑波山および周辺地域の観光資源・イベントに対する大学生の関心度と体験・参加実態


























































なお、上記アンケートに関して、本論文で取り上げる質問事項は、大きく分けて、（ 1 ） 筑波山へ
の登山経験に関して、（ 2 ） 筑波山周辺地域に存在する観光スポットに対する関心と体験・利用実態、














調査対象科目・年次 2008 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
日本経済論 2008.4.15 2010.4.13 2012.4.17 2014.4.22 2016.5.9
回答数 36 39 36 39 28
地域経済論 2013.4.16 2015.6.8 2017.5.15
回答数 29 47 23
筑波山に学ぶ 2008.5.28 2010.6.9 2012.6.13 2014.5.14 2017.6.14
回答数 29 25 24 66 63
総合科目 2012.2.13 2014.10.20
回答数 113 79
フレッシュマン・セミナー 2010.4.21 2011.4.27 2014.4.16 2017.5.24
回答数 44 41 43 20
茨城県立医療大学 2008..4.24 2010.4.15 2012.4.12 2014.4.24 2016.5.11 2017.4.20
回答数 87 35 72 22 37 49
大学院(留学生) 2016.5.26 2017.4.27
回答数 29 32
放送大学 2014.12.6 2015.12.5 2016.12.3





















年　次 2008 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
日本経済論 20 24 19 21 14
比率(%) 55.6 61.5 52.8 53.8 50.0
日本経済史
比率(%)
地域経済論 14 29 15
比率(%) 48.3 61.7 65.2
筑波山に学ぶ 23 12 17 57 33
比率(%) 79.3 48.0 70.8 86.4 52.4
総合科目 54 45
比率(%) 56.6 57.0
フレセミ 8 10 15 6
比率(%) 18.2 22.4 34.9 30.0
県立大学 30 14 26 7 12 18
比率(%) 34.5 40.0 36.1 31.8 32.4 36.7
大学院(留学生) 16 19
比率(%) 55.2 59.4
放送大学 19 19 13















それによれば、2 年生以上の 5 〜 9 割に登山経験があることがわかった。なかでも「筑波山に学ぶ」
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野・研究に役立つと思ったから」と答えた約 7 割の学生が国際総合学類の学生であり、彼らにとって







一方、 1 年生に関しては、社会学類フレセミ受講生が 2 〜3.5割、茨城県立医療大学生は 3 〜 4 割
の水準にある。これに対して総合科目受講生の場合は約 6 割に達しており、「日本経済論」や「地域
経済論」とほぼ同水準にあることが明らかとなった。
このように同じ 1 年生でも差が生じた理由の 1 つとして、調査時期の違いが影響していると考えら








この表から、放送大受講生の場合、（ 1 ） 筑波山に登った経験があるのは60代以上が圧倒的に多い






20代 30代 40代 50代 60
代以
上
実数 1 2 5 1 10
比率(%) 5.3 10.5 26.3 5.3 52.6
実数 4 0 2 1 12
比率(%) 21.1 0.0 10.5 5.3 63.2
実数 2 0 0 2 9






茨城県 東京 埼玉 神奈川 千葉
実数 3 6 2 1 7
比率(%) 15.8 31.6 10.5 5.3 36.8
実数 6 5 1 0 7
比率(%) 31.6 26.3 5.3 0.0 36.8
実数 3 5 3 0 2












次に登山経験者に関して、（ 1 ）これまでに何回筑波山に登っているか（リピート度）と、（ 2 ）最
初に登った時期はいつかについてみることにしよう。まず（ 1 ）に関して、表５は、各年次、科目ご
とに登山回数の平均値と中央値（MEDIAN）を算出したものである。










とに得た回答を、それぞれ [ 1 ] 小学校以前、[ 2 ] 小学校、[ 3 ] 中学校、[ 4 ] 高校、[ 5 ] 大学入学後 （た
だし放送大学と市民講座に関しては高校卒業以降とした）の 5 つに分類し、その分布状況を算出した。
このうち2012年調査にもとづき、 3 科目の分布を示すと図４のようになる。
　 年次 2008 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
日本経済論  
平均値 2.2 2.3 2.3 1.8 2.3
中央値 2 2 2 1 2
地域経済論   　
平均値 2.1 1.9 2.1
中央値 1 1 2
筑波山に学ぶ  
平均値 2.3 3.4 2.0 2.6 2.8





平均値 1.8 1.3 1.6 2.2
中央値 1 1 1 2
県立大学    
平均値 2.2 2.5 2.1 1.6 2.2 2.1



























　 年次 2008 2010 2011 2012 2014 2016 2017
日本経済論 14 15 12 16 9  
比率(%) 70.0 62.5 63.2 76.2 64.3  
ランク 1 1 1 1 1
年次 2013 2015 2017
地域経済論 10 22 5
比率(%) 71.4 75.9 33.3
ランク 1 1 2
筑波山に学ぶ 20 8 16 46 22
比率(%) 87.0 72.7 94.1 80.7 66.7




フレセミ 1 0 1 1
比率(%) 14.3 0.0 6.7 16.7
ランク 2 4 4 3
県立大学 1 0 0 3 0 0 0
比率(%) 3.4 0.0 0.0 11.5 0.0 0.0 0.0
























後に登った比率がきわめて低く、 5 つの時期のなかでみたランクも 4 〜 5 位が多い。特に茨城県立医













　 年次 2008 2010 2011 2012 2014 2016 2017
日本経済論 2 5 4 4 4
比率(%) 10.0 20.8 21.1 19.0 28.6
ランク 2 2 2 2 2
年次 2013 2015 2017
地域経済論 2 6 6
比率(%) 14.3 20.7 40.0
ランク 2 2 1
筑波山に学ぶ 3 2 1 8 4
比率(%) 13.0 18.2 5.9 14.0 12.1




フレセミ 4 5 6 2
比率(%) 57.1 50.0 40.0 33.3
ランク 1 1 1 1
県立大学 19 10 14 17 2 8 10
比率(%) 65.5 71.4 60.9 65.4 28.6 66.7 55.6
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３．登山未経験者に関する考察




はじめに、これまで筑波山に登らずにきた理由に関してみてみよう。調査では、その理由を、[ 1 ] 
筑波山に興味がないから、[ 2 ] 筑波山まで遠いから、[ 3 ] 筑波山に行くのに不便だから、[ 4 ] これま
できっかけがなかったからの 4 つの選択肢に分けて尋ねた13。その結果をまとめると、表８および表９
のようになる。
それによれば、[ 1 ] と回答した学生は 3 割以下にとどまった。また [ 2 ] と [ 3 ] に関しては、総じて






















実数 5 6 3 13 4 3 3 7
比率(%) 27.8 33.3 16.7 72.2 28.6 21.4 21.4 50.0
筑波山に学ぶ
実数 1 1 0 8 8 4 3 21
比率(%) 11.1 11.1 0.0 88.9 26.7 13.3 10.0 70.0
総合科目
実数 8 6 3 26
比率(%) 23.5 17.6 8.8 76.5
フレセミ
実数 5 2 1 23 2 2 1 8
比率(%) 17.9 7.1 3.6 82.1 14.3 14.3 7.1 57.1
県立大学
実数 3 8 0 13 2 3 0 16
比率(%) 20.0 53.3 0.0 86.7 8.0 12.0 0.0 64.0
大学院(留学生)
実数 1 6 0 8
比率(%) 7.7 46.2 0.0 61.5
放送大学
実数 4 2 0 10 2 6 0 15



























理由 興味がないから 遠いから 不便だから きっかけがなかった
実数 1 3 1 11









につながったと考えられる14。一方、以上にあげた理由とは対照的に、ほとんどの科目において [ 4 ] が














14 その傍証の 1 つとして、「日本経済論」受講生が「不便」と回答した比率が相対的に高いのは、彼らがこ
の点に関する実情を、新入生や留学生と比べてある程度知っているうえで、そのように判断しているも
のと推察できる。
対象 年次 2008 2010 2011 2012 2014 2016 2017 平均値
日本経済論  
実数 9 10  14 15 9
比率(%) 56.3 66.7  82.4 83.3 64.3 70.6
地域経済論 2013 2015 2017
実数 13 16 7
比率(%) 86.7 88.9 87.5 87.7
筑波山に学ぶ
実数 6 13 7 9 28
比率(%) 100.0 100.0 100.0 100.0 93.3 98.7
総合科目
実数 32 31
比率(%) 66.7 91.2 79.0
フレセミ
実数 22 11 22 9
比率(%) 61.1 36.7 78.6 64.3 60.2
県立大学
実数 22 10 9 27 9 13 16
比率(%) 41.5 47.6 33.3 58.7 60.0 52.0 51.6 49.2
大学院(留学生)
実数 11 12
比率(%) 84.6 92.3 88.5
放送大学
実数 10 15
比率(%) 66.7 78.9 72.8
(注) (1)比率：今後登山を希望する学生の登山未経験者総数に占める割合。
(2)平均値：各年次における比率の単純平均。




































































堂、蚕影神社、北条商店街、つくば道、北条大池、平沢官衙遺跡、小田城跡、宝篋 [ ほうきょう ] 山、










そこで、これまでと同様、調査対象を、（ 1 ）筑波大学 2 年生以上（「日本経済論」、「地域経済論」、




























































り（ 1 月開催）、筑波山梅まつり（ 2 〜 3 月）、北条大池桜まつり（ 4 月）、つくばフェスティバル（ 5
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